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衛生費 農林水産業費 消防費 その他

環境対策、ゴミ処理、

健康診断など

農業委員会、土地改良、

農林業振興など

消防団活動、防災対策

など

議会運営、商工業振興

など

37,100円 36,600円 18,100円 16,900円

民生費 土木費 総務費 公債費 教育費

こども園運営、医療・

福祉サービスなど

道路の整備、都市計画、

住宅対策など

町政全体に関する運営

管理、庁舎維持管理、

戸籍、選挙など

借りたお金の返済 学校、図書館、体育施

設などの運営管理

165,700円 96,900円 91,900円 65,900円 52,400円

町民一人あたりの支出額　（581,500円）

平成28年度当初予算

※人口15,502人（3月1日現在）で算出

使うお金
（歳出）

90億2,600万円

歳出
90億2,600万円

民生費（28.5%）
25億6,935万円

総務費（15.8%）
14億2,513万円

土木費（16.6%）
15億233万円

公債費（11.3%）

10億2,103万円

教育費（9.0%）
8億1,287万円 

衛生費

（6.4%）
5億7,523万円

農林水産業費（6.3%）
5億6,738万円

消防費（3.1%）
2億8,122万円

商工費（1.8%）1億6,263万円

議会費（1.1%）

9,860万円

予備費（0.1%）1,024万円

�

�

�
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平成28年4月 2

町税の内訳 　（　）内は対前年度比

町税の町民一人あたりの負担　（合計85,100円）

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
３
月

議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
90
億
２
，６
０

０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

10
億
４
０
０
万
円
、
12・５
パ
ー
セ

ン
ト
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
合
併
後
10
年
を
経

過
し
た
こ
と
か
ら
地
方
交
付
税
が

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
国
庫
支
出

金
、
寄
付
金
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
町
営
由
良

宿
団
地
住
宅
建
替
工
事
、
道
路
整

備
費
の
増
額
、
北
条
体
育
館
の
耐

震
補
強
整
備
、
庁
舎
統
合
に
伴
う

工
事
へ
の
着
手
な
ど
、
ハ
ー
ド
事

業
の
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
合
併
以
降
最
大
の
予
算
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
よ
り
10
億
４
０
０
万
円（
12・５
％
）の
増
額

総
額
90
億
２
，６
０
０
万
円（
一
般
会
計
）

入るお金
（歳入）

90億2,600万円

歳入
90億2,600万円

自主財源（27.8％）
町税（14.6%）
13億2,105万円

地方交付税（38.7%）
34億9,700万円

国庫支出金
（12.2%）
12億円

県支出金
（8.0%）
7億2,193万円

諸収入（1.9%）
1億6,899万円

譲与税及び交付金（4.1%）
3億6,577万円

町債（9.2%）
8億3,170万円

繰入金（6.2%）
5億5,891万円
分担金及び負担金（0.9%）
8,013万円

繰越金（0.2%）
2,107万円
寄附金（3.3%）
3億円

使用料及び手数料（0.5%）
4,174万円
財産収入（0.2%）
1,670万円

依存財源
（72.2％）

11億100万円

町 民 税 5億4,430万円 （99.5％）
固 定 資 産 税 6億2,805万円 （99.0％）
軽 自 動 車 税 5,630万円 （113.5％）
た ば こ 税 9,240万円 （99.4％）

町民税 固定資産税 軽自動車税 たばこ税

35,100円 40,500円 3,600円 5,900円
※人口15,502人（3月1日現在）で算出
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平成28年度当初予算

主な予算を「北栄町まちづくりビジョン」の５つの基本目標「げんき」「ゆたか」

・ふるさと納税を充実し、町の応援者を募集  …………… 4億6,439万3千円
・庁舎統合に伴う工事  ……………………………………… 1億3,717万3千円
・消防団の待機所の整備  ………………………………………  1,635万5千円

・家庭への再エネ・省エネ設備の設置支援  ……………………  442万円
・町内全ての防犯灯のLED化  ………………………………  1,155万5千円
・図書館照明のLED化の推進  ………………………………  1,221万4千円
・自治会公民館に太陽光発電施設の設置推進  …………………  200万円
・環境に配慮した住宅リフォーム支援  …………………………  700万円

大栄庁舎（平成29年度に向けて庁舎
統合を進める）

東高尾自治会の太陽光パネル

みんなのまちづくり（コミュニティ・町民・町・財政効率）

《風のまちづくり事業》
～風力発電売電収入を活用した環境にやさしいまちづくりを推進します～

～みんな（コミュニティ・町民・町）による協働のまちを目指します～　

　特別会計は、特定の事業を行うために、一般会計と区分して歳入・歳出を経理する会計です。特別会計の
数は11で、全特別会計予算の総額は62億5,924万円で昨年度に比較し、4,578万円の増となりました。
　国民健康保険事業特別会計は、療養給付費の大幅な増加により１億円近く予算規模が大きくなっています。

会　計　別 今年度予算額 前年度予算額
国民健康保険事業会計 22億2,529万円 21億3,012万円
介護保険事業会計 16億3,042万円 16億179万円
住宅新築資金等貸付事業会計 535万円 717万円
下水道事業会計 12億77万円 12億6,133万円
農業集落排水事業会計 1,643万円 1,743万円
風力発電事業会計 4億7,993万円 5億3,066万円
栄財産区会計 61万円 56万円
合併処理浄化槽事業会計 647万円 635万円
大栄歴史文化学習館会計 5,599万円 5,299万円
後期高齢者医療事業会計 1億5,152万円 1億5,028万円
水道事業会計（支出ベース） 4億8,647万円 4億5,479万円

合　　計 62億5,925万円 62億1,347万円
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重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重 点 施 策「えがお」「やさしい」「みんな」に沿ってお知らせします。

げんきなまちづくり（産業・観光・交流）
～産業が活発で、観光・交流により様々な人が行き交う活力（げんき）あるまちを目指します～

～子どもがのびのびと育ち、文化・スポーツを通じ、だれもが生涯をゆたかに過ごせるまちを目指します～

～子どもから高齢者まで、だれもが健康でニコニコとえがおで過ごせるまちを目指します～

・コナンのまちづくり（巨大迷路、カラーオブジェ設置）  …  1,782万6千円
・低コストハウスの導入支援  …………………………………  9,587万1千円
・国際交流（台湾台中市大肚区）、国内交流（滋賀県湖南市）  ……  382万3千円
・和牛の増頭対策  ……………………………………………………  1,600万円
・移住定住の促進  …………………………………………………  613万5千円

・前田寛治生誕120周年記念特別展  ……………………………  167万9千円
・発達に支援の必要な幼児・児童に対する支援  ………………… 93万8千円
・教員の資質向上、地域連携による教育力の向上  ……………  592万6千円
・ICT教育の推進  ………………………………………………  3,196万8千円
・北条体育館の耐震補強工事  ……………………………… 1億5,663万9千円
・中学校トイレの洋式化  ………………………………………  1,830万6千円

・ひとり暮らし高齢者の緊急対応の体制整備……………………… 76万8千円
・障がい者雇用の促進………………………………………………  110万2千円
・生活困窮者の自立支援（相談・支援）……………………………  865万6千円
・特定不妊治療者への助成拡充……………………………………  181万3千円
・障がいのある人、ひとり親家庭、特定疾病、
　18歳までのこどもの医療費の助成 …………………………  9,428万6千円
・マタニティ・ブックスタートで胎教を支援  …………………… 27万2千円
・ウッドスタートで乳児に木のおもちゃをプレゼント  ……………  36万円

・由良宿団地の建替工事  …………………………………… 4億6,905万5千円
・道路改良工事  ……………………………………………… 2億7,560万4千円

台湾青少年訪問団とホストファミリー

耐震工事を行う北条体育館

高校生議会（18歳までの子どもに医療費助成）

ゆたかなまちづくり（教育・文化・スポーツ）

えがおのまちづくり（健康・福祉・子育て）

やさしいまちづくり（環境・安全・生活）

 建替えを行う町営由良宿団地

～環境や人にやさしく、だれもが快適で安心して住めるまちを目指します～
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1 1,321 14.6 1,324 16.5 99.8

2 86 1.0 86 1.1 0 100.0

3 4 0.0 4 0.0 0 100.0

4 7 0.1 10 0.1 70.0

5 6 0.1 4 0.0 2 150.0

6 241 2.7 243 3.0 99.2
7 15 0.2 14 0.2 1 107.1

8 4 0.0 4 0.0 0 100.0

9 3,497 38.7 3,568 44.5 98.0

10 2 0.0 2 0.0 0 100.0
11 80 0.9 104 1.3 76.9

12 42 0.5 42 0.5 0 100.0

13 1,101 12.2 877 10.9 224 125.5

14 722 8.0 605 7.5 117 119.3

15 17 0.2 11 0.1 6 154.5

16 300 3.3 100 1.2 200 300.0
17 559 6.2 173 2.2 386 323.1

18 21 0.2 19 0.2 2 110.5

19 169 1.9 150 1.9 19 112.7
20 832 9.2 682 8.5 150 122.0

9,026 100 8,022 100 1,004 112.5

200

7 252

161

17

197

101

216

74

25

11

38.7%

14.6%
12.2%

9.2%

8.0%

6.2%

2.7%
1.9%    0.9%

            1.0%

   0.5%

        0.2%

0.2%

       0.2%

     0.0%

    0.0%

0.0%

     0.1%

0.1%

3.3
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99 1.1 1.3 92.5

1,425 15.8 13.6 330 130.1

2,569 28.5 29.3 215 109.1

575 6.4 7.5 95.4

568 6.3 6.1 75 115.2

163 1.8 0.7 107 291.1

1,502 16.6 13.4 431 140.2

281 3.1 3.7 94.6

813 9.0 12.0 84.6

0 0.0 0.0 0 0.0

1,021 11.3 12.2 46 104.7

10 0.1 0.1 0 100.0

9,026 100.0 100.0 1,004 112.5

310 66

137 18

7

63

391

43

87 34

13

35

66

98

493

56

1,071

961

0

975

10

8,022

297

107

1,095

2,354

603

28.5%

16.6%

15.8%

11.3%

9.0%

6.3%

6.4%

3.1%

1.8% 1.1%

0.1%
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1,342 14.9 16.6 7 100.5

1,653 18.3 18.8 146 109.7

27 0.3 0.4 93.1

981 10.9 12.1 11 101.1

1,336 14.7 13.3 270 125.3

1,170 13.0 10.8 300 134.5

0 0.0 0.0 0 0.0

1,021 11.3 12.2 46 104.7

305 3.4 1.3 201 293.3

16 0.2 0.0 14 800.0

1,165 12.9 14.4 11 101.0

10 0.1 0.1 0 100.0

9,026 100.0 100.0 1,004 112.5

11 131

10 80

10 68

70 312

100

42

98 66

25

200

10

3

970

870

0

1,507

1,335

1,066

29

975

10

8,022

1,154

2

104

18.3%

14.9%

14.7%

13.0%

12.9%

11.3%

10.9%

0.2

0.1

0.33.4%
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1,321 1,321 1,321 1,276 1,276 1,276 1,276

87 86 82 82 82 82 82

306 273 273 273 273 273 273

3,775 3,497 3,380 3,244 3,085 2,946 2,835

4 4 4 4 4 4 4

2 2 2 2 2 2 2

96 80 80 80 80 80 80

40 42 42 42 42 42 42

946 1,101 1,134 1,119 928 894 894

694 722 633 621 608 596 584

36 17 17 17 17 17 17

248 300 300 300 300 300 300

150 559 359 359 359 359 359

227 21 10 10 10 10 10

140 169 169 169 169 169 169

595 832 568 549 327 286 286

8,667 9,026 8,374 8,147 7,562 7,336 7,213

1,321 1,342 1,350 1,359 1,384 1,388 1,398

1,657 1,653 1,636 1,620 1,603 1,587 1,572

30 27 27 27 27 27 27

1,001 981 991 1,001 1,011 1,021 1,031

1,268 1,336 1,211 1,187 1,163 1,140 1,117

968 1,021 994 970 830 766 736

823 1,170 855 815 385 303 297

302 305 305 305 305 305 305

18 16 12 12 12 12 12

1,268 1,165 1,161 1,161 1,161 1,161 1,161

0 0 0 0 0 0 0

10 10 10 10 10 10 15

8,666 9,026 8,552 8,467 7,891 7,720 7,671

1 0

51 1 1 1 1 1 1

0 279 178 320 329 384 458

1,604 1,326 1,149 830 502 119 -338

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33
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企画財政課  

 

庁舎統合について庁舎統合について庁舎統合について庁舎統合について    

 

◯ 少子高齢化による社会保障費の増加や施設の老朽化に加え、今年度から合併算

定替えによる財政措置４億５千万円が段階的に廃止されるなど、さらに厳しい財

政運営が本町では見込まれるなか、北条庁舎と大栄庁舎に課が別れている「分庁

方式」を継続する場合、「施設の老朽化、今後の厳しい財政運営、災害時の危機管

理体制、業務効率」といった面で課題がありました。 

 

◯ そこで、平成２９年４月から大栄庁舎に課を統合し、「本庁方式（本庁舎・北条

支所）」として業務を行います。 

  なお、現在、北条庁舎で直接町民と関わりのある業務を行っている住民総合窓

口サービスは引き続き北条支所として北条健康福祉センターに設置します。 

 

◯ 町民の皆さまが不便を感じられることながいよう周知・準備を進めていきます。  

 

＜＜＜＜    現現現現    状状状状    ＞＞＞＞    

区区区区    分分分分    大栄庁舎大栄庁舎大栄庁舎大栄庁舎    

（（（（S56S56S56S56 年築年築年築年築：：：：耐震耐震耐震耐震補強補強補強補強済済済済））））    

北条庁舎北条庁舎北条庁舎北条庁舎    

（（（（S52S52S52S52 年築年築年築年築：：：：耐震不足耐震不足耐震不足耐震不足））））    

北条健康北条健康北条健康北条健康福祉センター福祉センター福祉センター福祉センター    

（（（（H10H10H10H10 年築年築年築年築：：：：耐震耐震耐震耐震済済済済））））    

行政部門 総務課、企画財政課 

住民生活課、税務課 

出納室、福祉課 

健康推進課、教育総務課 

生涯学習課、議会事務局 

産業振興課、地域整備課 

農業委員会 

 

分庁総合窓口室 

 

 

 

    

＜＜＜＜    平成２９平成２９平成２９平成２９年年年年４４４４月月月月３３３３日（日（日（日（月）～月）～月）～月）～    ＞＞＞＞    

区区区区    分分分分    

本庁舎本庁舎本庁舎本庁舎    

（（（（S56S56S56S56 年築年築年築年築：：：：耐震耐震耐震耐震補強補強補強補強済済済済））））    

北条庁舎北条庁舎北条庁舎北条庁舎    

（（（（S52S52S52S52 年築年築年築年築：：：：耐震不足耐震不足耐震不足耐震不足））））    

北条北条北条北条支所支所支所支所    

（（（（健康健康健康健康福祉センター福祉センター福祉センター福祉センター内内内内））））    

（（（（H10H10H10H10 年築年築年築年築：：：：耐震耐震耐震耐震済済済済））））    

行政部門 総務課、企画財政課 

住民生活課、税務課 

出納室、福祉課 

健康推進課、教育総務課 

生涯学習課、議会事務局 

産業振興課、地域整備課産業振興課、地域整備課産業振興課、地域整備課産業振興課、地域整備課    

農業委員会農業委員会農業委員会農業委員会 

 支所総合窓口室支所総合窓口室支所総合窓口室支所総合窓口室    

（住民票・印鑑証明等の（住民票・印鑑証明等の（住民票・印鑑証明等の（住民票・印鑑証明等の

証明業務、公金収納、申証明業務、公金収納、申証明業務、公金収納、申証明業務、公金収納、申

請受付、請受付、請受付、請受付、地域振興、地域振興、地域振興、地域振興、施設施設施設施設

管理管理管理管理、、、、相談等相談等相談等相談等）））） 

※ 北条農村環境改善センター、中央公民館・図書室分室は現状どおりです。 
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【【【【庁舎統合庁舎統合庁舎統合庁舎統合整備整備整備整備工事工事工事工事のののの概要概要概要概要】】】】    

◯ 新庁舎の建設や増築は行わず、既存施設の最小限の改修で統合を行います。

◯ 整備費 １３７，１７３千円（合併特例債 100,700 千円、一般財源 36,473 千円）                        

   

実 施 内 容 予算額（千円） 

大栄庁舎二階会議室を事務室へ改修 ２，３７６  

大栄庁舎別館（築 49 年）の解体 （※現書庫・倉庫・更衣室） ２８，０００ 

大栄庁舎別館跡地に二階建倉庫の新設 (※書庫・倉庫・更衣室) ７６，１２５ 

大栄庁舎東側町有地に駐車場（77 台）の造成 １８，１２７ 

大栄庁舎裏公用車車庫を物品倉庫へ改修 １，４３１  

北条健康福祉センター事務室を北条支所（住民窓口）に改修 ３，１８６  

その他（電話・情報イントラ配線、机等運搬、書棚購入等） ７，９２８ 

  

計 １３７，１７３  

 

【スケジュール】【スケジュール】【スケジュール】【スケジュール】    

◯ 平成２８年 ５月～ 別館解体、倉庫新築、駐車場造成、車庫改修 

        １１月～ 大栄庁舎二階、北条健康福祉センター改修 

 

 平成２９年 ３月中 北条庁舎物品の随時搬出  

       ４月３日（月）業務開始    

                      

（北条庁舎、北条健康福祉センター位置図） 

 

 

北

条

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー 

北

条

庁

舎 

合合合合銀銀銀銀    
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平成28年3月 2

いつまでも自分らしく暮らすために!! 　　　　
介護予防・日常生活支援総合事業が始まります

　町では４月から、従来の介護予防サービスと地域支援事業を再編して「介護予防・日

常生活支援総合事業」（以下「総合事業」）を行います。生活機能が低下していて介護が必

要となるおそれがある人は、一人ひとりの生活に合わせた介護予防や生活支援のサービ

スを利用することができるようになります。

　介護保険法では、「健康の保持増進に努める」ことを国民の努力義務としています。住

み慣れた地域で自分らしく生活するために、総合事業を利用して、積極的に介護予防に

取り組みましょう。

　　総合事業の特徴

介護予防訪問介護と介護予防通所介護を総合事業に移行します

　従来の要支援１、２の人を対象としていた介護予防サービスのうち、介護予防訪問介護（ホー

ムヘルプ）と介護予防通所介護（デイサービス）を総合事業に移行します。

　総合事業の利用にあたっては、基本チェックリストを利用した上で地域包括支援センターの職

員やケアマネジャーが、本人の心身の状態や意向等を確認してサービス内容を決定します。

■サービス利用の手続きを簡素化します

　 　総合事業は、要支援認定を受けなくても、基本チェックリストによる判断だけでサービスを

利用できるようになります。

■基本チェックリストとは

　 　基本チェックリストは、□バスや電車で１人で外出していますか、□転倒に対する不安は大

きいですか、□週に１回以上は外出していますかなど、25の質問項目で日常生活に必要な機

能の低下の有無を調べます。

介護予防サービス

4月から
介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防・生活支援サービス事業

対象者

対象者

一般介護予防事業

●介護予防訪問介護

●介護予防通所介護

●従来どおり

・介護予防訪問看護

・介護予防通所リハビリ

・介護予防福祉用具貸与

・特定介護予防福祉用具購入

・介護予防住宅改修

・ 介護予防小規模多機能型居

宅介護

※ これらを利用する場合は、

要支援認定が必要です。

介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護
予
防
通
所
介
護
を

総
合
事
業
訪
問
介
護
と
総
合
事
業
通
所
介
護
に
移
行

●訪問型サービス

・総合事業訪問介護

・多様なサービス

●通所型サービス

・総合事業通所介護

・多様なサービス

サービスの具体例

・調理や掃除などをホームヘルパーの手助けを受けながら行う。

・デイサービスセンターなどで筋力トレーニングを受ける。

・要支援１、２の認定を受けた人

・基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた人

・ 要支援１、2の人で「総合事業のサービスだけ」をご利用の場合は、基本

チェックリストで該当になれば利用できます。

　（要支援認定が必要なくなります。）

●地域介護予防活動支援事業　など

・65歳以上の「すべて」の高齢者

※ 40歳から64歳までの人が利用する場合は、要介護・要支援認定の申請を行い、認定を受

ける必要があります。

※ 現在、要支援１、２の人は、

介護予防サービスを引き続き

利用できます。
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2016.33

：福祉課地域包括支援センター

　　☎37－5850

　　総合事業利用までの流れ
　地域包括支援センターは、「高齢者の相談窓口」として対応します。

　相談に訪れた高齢者から生活機能状況を聞き取り、すぐに介護サービスが必要な状態か、総合

事業による支援が必要な状態かを判断します。仮に総合事業が必要な状態であれば、地域包括支

援センターの職員が訪問し、総合事業につなげていきます。

　また、町と地域の専門職、介護事業所がチームを組み、支援の内容と方向性を検討する「地域

ケア会議」を開催し、「自立のための支援」を目的としたサービス提供につなげていきます。

■介護予防ケアマネジメントを行います

　 　総合事業を利用する場合は、基本チェックリストによる確認後、地域包括支援センター等が

介護予防ケアマネジメントを行います。介護予防ケアマネジメントは、介護予防及び生活支援

を目的として、心身の状況等に応じて適切なサービスが包括的かつ効率的に提供されるよう援

助を行うものです。

■多様な主体による多様なサービス

　 　要支援者等の多様な生活支援ニーズに対応するためには、介護事業所による既存のサービス

だけでなく多様で柔軟に対応できるサービスが求められます。

　 　総合事業では、高齢者を含めた幅広い世代の住民、NPO、民間企業等による多様なサービス

を充実することで、要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とします。また、こ

れにより、地域の支え合いの体制づくりの推進、地域に根ざした介護予防活動の推進を目指し

ます。

65歳以上の人
地域包括支援センターにてお困り内容やご希望を伺います。

　　　できるだけご本人がお越しください。

明らかに要介護認定又は介護予防サービスが必要 明らかに対象外

要介護・要支援認定を申請する

要介護１～５の人 要支援１、２の人 非該当の人
生活機能低下が
みられる人

自立した生活が
送れる人

基本チェックリストを受ける

介護サービス

介護予防サービス

・介護予防訪問看護

・介護予防通所リハビリ

・介護予防福祉用具貸与

・特定介護予防福祉用具購入

・介護予防住宅改修

・ 介護予防小規模多機能型居

宅介護

介護予防・生活支援サービス事業

・訪問型サービス

・通所型サービス

一般介護予防事業

（65歳以上のすべての高齢者が

利用可能）

介護予防・日常生活支援総合事業
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平成28年3月 4

①介護予防・生活支援サービス事業

　利用者負担のめやすは、基本的な費用の１割を掲載しています。このほかにもサービスの利用内容による加算があ

ります。なお、一定以上所得者は利用者負担の割合が２割になります。

総合事業訪問介護（介護予防訪問介護相当サービス）

利用者が自立した生活ができるよう、ホームヘルパーによる生活支援が受けられます。

週１回程度の利用 月額　1,168円 週１回程度で月４回まで １回　266円

週２回程度の利用 月額　2,335円 週２回程度で月５～８回 １回　270円

週２回を超える程度の利用 月額　3,704円
週２回を超える程度で月９～１２回 １回　285円

20分未満の利用（月22回まで） １回　165円

総合事業通所介護（介護予防通所介護相当サービス）

日帰りで食事・入浴などの基本的サービスや生活行為向上のための支援、目標に合わせた選択的サービスが利用できます。

※食費、日常生活費は別途必要です。

週１回程度の利用 月額　1,647円 週１回程度で月４回まで １回　378円

週２回程度の利用 月額　3,377円 週２回程度で月５～８回 １回　389円

新しい総合事業では、　　　　　　　
このようなサービスが受けられます。

◎閉じこもり予防

生きがいデイサービス

料　　金 １回400円（昼食代別）

開催場所 北条高齢者保健センター

利用日時 週１回（水・木・金のいずれか）10:00～14:30頃

◎リハビリによる運動器機能向上

シニアファイト週１回教室

料　　金 １回200円

開催場所 北条健康福祉センター

利用日時 月４回（月・水・金のいずれか）9:30～11:00頃

シニアファイト週２回教室

料　　金 １回200円

開催場所 北条健康福祉センター

利用日時 月８回（月曜日、金曜日）14:00～15:30頃

パワーリハビリ教室

料　　金 １回200円

開催場所 ル・サンテリオン北条

利用日時 月４回（木曜日）14:00～16:00頃

◎認知症予防

リフレッシュ教室

料　　金 １回150円

開催場所 ル・サンテリオン北条

利用日時 月４回（金曜日）13:30～16:00頃

はつらつ！お達者教室

料　　金 １回150円

開催場所 セラトピア

利用日時 月４回（水・木のいずれか）14:00～16:00頃

食べて！うたって！笑わー会！

料　　金 １回150円

開催場所 東園構造改善センター

利用日時 月４回（木曜日）14:00～16:00頃

◎運動プログラムによる運動器機能向上

転倒予防教室

料　　金 １回150円

開催場所 ル・サンテリオン北条

利用日時 月２回（水曜日）14:00～15:30頃

こけないからだ講座

内　　容

童謡を歌いながら、腕や足のゆったりとした

運動を6種類行います。顔なじみの人たちと

一緒に取り組むことで閉じこもりの予防にも

つながります。

開催場所 自治会公民館（実施していない所もあります）

　　　 ：福祉課地域包括支援センター

　　　　　☎37－5850

これまでの介護予防訪問介護・介護予防通所介護に相当するサービス

地域介護予防活動支援事業

多様なサービス

②一般介護予防事業
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・
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家
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介
護
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・
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介
護
者
慰
労
事
業
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家
族
介
護
用
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介
護
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業
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介
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護
予
防
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ッ
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フ
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ッ
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・
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齢
者
サ
ー
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支
援
事
業

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

介
護
予
防
給
付

（
要
支
援
１
～
２
）

通
所
リ
ハ
、
訪
問
看
護
等

通
所
介
護
、
訪
問
介
護

地 域 支 援 事 業

介
護
予
防
給
付
（
要
支
援
１
～
２
）

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

○
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
現
行
の
通
所
介
護
・
訪
問
介
護
相
当
（
み
な
し
）

②
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ト
週
2
回
（
1
0
×
1
教
室
）

・
シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ト
週
1
回
（
1
0
×
3
教
室
）

・
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
（
1
0
×
1
教
室
）

・
生
き
が
い
デ
イ
（
1
5
×
3
教
室
）

○
一
般
介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

・
脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
事
業

・
介
護
予
防
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

・
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
支
援
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業

・
介
護
予
防
啓
発
講
演
会
（
認
知
症
）

・
こ
け
な
い
か
ら
だ
講
座
交
流
大
会

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
（
1
0
×
1
教
室
）

・
は
つ
ら
つ
お
達
者
教
室
（
1
0
×
2
教
室
）

・
食
べ
て
！
う
た
っ
て
！
笑
わ
ー
会
！
（
1
5
×
1
教
室
）

・
転
倒
予
防
事
業
（
2
5
×
1
教
室
）
・
こ
け
な
い
か
ら
だ
講
座

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

・
お
口
の
機
能
向
上
事
業

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
派
遣
事
業

包
括
的
支
援
事
業

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
虐
待
防
止
連
絡
協
議
会
・
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
・
地
域
ケ
ア
会
議
等

○
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

○
認
知
症
施
策
の
推
進

○
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備

地 域 支 援 事 業

任
意
事
業

○
家
族
介
護
支
援
事
業

○
そ
の
他
の
事
業

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
構
成

（
現
行
）

（
見
直
し
後
）

介 護 予 防 支 援 事 業

（ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト ）

新新 新 新

介 護 予 防 支 援 事 業

（ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト ）
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町営住宅由良宿団地建替事業

１．目的

２．事業実施にあたり配慮した点

３．事業概要

■共同住宅 １棟あたりの間取り

階数　３階 Ⅰ・Ⅲ期 ３ＤＫ－６戸 ２ＤＫ－１２戸

棟数　３棟 Ⅱ期 ３ＤＫ－６戸 ２ＤＫ－１８戸

高さ　地上１０．０ｍ

延床面積　１，４４２．５８㎡

構造　鉄筋コンクリート造

■駐輪場 ■倉庫

階数　１階 階数　１階

高さ　地上２．２ｍ 高さ　地上２．５ｍ

延床面積　８．７０㎡ 延床面積　５４．００㎡

構造　アルミ製 構造　鉄筋コンクリート造

■集会所 ■ごみステーション

階数　１階 階数　１階

高さ　地上６．０ｍ 高さ　地上２．３ｍ

延床面積　１１７．５９㎡ 延床面積　７．９７㎡

構造　木造 構造　アルミ製

４．事業費及び内訳

総事業費 1,661百万円

（内訳） 社会資本総合整備交付金 749百万円

合併特例債 838百万円

一般会計 74百万円

　現状の由良宿団地は昭和５０年から５２年に建設整備されたものであり、現在の住環境の多様

化への対応、また地震に対する構造強度についても十分ではないため、由良宿団地建替事業

により安心・安全で良質な住環境の提供を図る。

（１）安心・安全な住まい

・ユニバーサルデザイン及びバリアフリー化

(共用部分、出入口等の段差の解消、スロープ・エレベーターの設置、屋内外の手すり等の設

置)

（２）災害に強い住まい

・鉄筋コンクリート造とし地震、風害、水害等の災害に対応した住居空間の構築を図る。

（３）環境負荷に配慮した住まい

・設置機器類等の省エネルギー化、高断熱化に配慮し入居者の負担軽減に努めるとともに、建

物全体の環境負荷の低減化を図る。また立地場所を考慮した形状、素材を採用することにより

建物保全期間の長期化を目指し維持経費の低減に努める。

（４）多彩な入居者に対応した住まい

・今日の長期入居による世帯の高齢化、ひとり親世帯、若者世帯等の様々な入居形態に対応し

た住戸を配置することにより、団地としての地域活動等に対応できる住環境の充実を図る。
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